
氏名 光石　亜由美

・言語文学Ⅰ、Ⅱ
・基礎演習Ⅱ
・国文学講読
・演習Ⅰ
・演習Ⅱ

・国文学史Ⅳ
・近代文学概論Ⅰ
・近代小説論

令　和　元　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本近代文学会、日本文学協会、日本比較文学会、韓国日本語文学会

・入学センター長
・奈良大学総合研究所員
・文芸部顧問
・木田隆文教授（国文学科）とともに図書館展示「奈良大学図書館企画展示「越境す
る女性作家たち　－内地から外地、そして戦前から戦後へ－」を行った。

　【社会的活動】

博士（学術）

授業科目

　【教育上の特記事項】

・日本近代文学会評議委員
・日本文学協会委員
・日本近代文学会関西支部運営委員

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

最終学歴

　【研究上の特記事項】

科学研究費補助金
・基盤研究C　研究代表　研究課題：植民地朝鮮におけるセクシュアリティ言説研究
・基盤研究B　研究分担者 研究課題：占領期ローカルメディアに関する資料調査およ
び総合的考察（大原祐治・千葉大学）
・基盤研究B　研究分担者　研究課題：中村古峡資料群と近代の〈異常心理〉に関する
総合的研究(竹内瑞穂・愛知淑徳大学）

自然主義文学をはじめとする、文学におけるセクシュアリティ言説の形成

学部担当科目

名古屋大学大学院人間情報学研究科・博士後期課程満期退了

所属学会

研究課題

日本近代文学専門分野

・奈良文化論
通信教育部担当科
目

大学院博士後期課
程担当科目



共著

共著

単著

単独

単独

単著

単著

2019年12月22日

2019年11月24日

日本近代文学会・昭
和文学会・日本社会
文学会　合同国際研
究集会

②「奈良と近代文学」
（『奈良大ブックレット
08』

②「」日韓合同小説『愛の
あとにくるもの』（孔枝
泳・辻仁成）
――国境を超える試み―
―」

①「〈植民地男性主体〉か
ら〈戦後男性主体〉へ――
植民地朝鮮を描いた戦後小
説をめぐって――」（パネ
ルタイトル「経験の連続と
非連続――戦後日本文学に
おける〈外地〉」）

①「角田光代『対岸の彼
女』論――女性たちのエン
パワーメント」

④

③

（学会発表）

②（リレー連載）「奈良の
風景19　北村写真館が写し
た奈良」

①（特別寄稿）「北村信昭
と奈良の近代文学」

（その他）

（学術論文）

②

研究業績[著書、学術論文等]

概　　　　　　　要著書､学術論文等の名称

③

④

2020年3月

（著書）

①「大江健三郎『セヴン
ティーン』とトルコ風呂―
―〈政治〉と〈メディア〉
と〈性風俗〉の時代」（坪
井秀人編『戦後日本文化再
考』）

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

単著､
共著
の別

ナカニシヤ出版2020年3月月

発行又は
発表の年月

2019年10月

2019年5月

『立命館大学奈良
県北部校友会（立
命若草介）令和元
年度総会」報告

『山口国文』43号、
pp.89-100

2019年10月

三人社

「Imajin21」
vol.38、pp.6-7

韓 国 日 本 文 学 会
（於：韓国 仁川大
学）


